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小型宇宙線検出器を用いたミュオグラフィーによる天井の厚みの推定

 

Estimation of a ceiling thickness using the muography technique with

a small cosmic-ray detector
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　宇宙線ミューオンは建物内部では天井によって遮蔽されるため、階が低いほどその到来頻度は低下する。こ

の現象はピラミッドの内部の推定に利用され、ピラミッドの内部に未知の空間が発見されたこともある。私は

この現象を利用することで校舎の天井の厚みを推定することができ、また推定した値と設計図に記載された値

とを比較することで、小型宇宙線検出器を利用した推定における精度についても考察することができると考え

た。 

 

　はじめに小型宇宙線検出器CosmicWatchを使用して学校の1〜5階と校庭で宇宙線ミューオンの到来頻度を

測定した。この際、2台のCosmicWatchを重ね、上下両方の検出器を通った宇宙線のみをデータとしてカウン

トすることで角度を絞って計測した。結果をグラフ化すると、階が低いほど宇宙線の到来頻度が低下すること

が確認できた。 

 

　そして、天井の主成分であるコンクリートの厚みと宇宙線ミューオンの到来頻度の相互関係についてシ

ミュレーションを行い、各階で得られたデータとシミュレーション結果を比較した。このシミュレーションで

は、宇宙線ミューオンのエネルギーを、コンクリート1cmを通過する際に宇宙線ミューオンが失うエネル

ギーで割ることで、各エネルギーを持つ宇宙線ミューオンが到達できるコンクリートの深さを導出し、グラフ

化した。 

 

　結果としては、設計図に記載されていた天井5枚分の合計値が290cmに対し、天井5枚分の値は約253cmで

あると推定した。
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